
（様式１－２）

※１ ※２ ※３

※１ 重点努力目標に関わる評価項目に★をつける。
※２ 各評価項目の達成度を、指標をもとに、◎（十分に達成できた）、○（概ね達成できた）、△（あまり達成できなかった）、▲（全く達成できなかった）で評価する。
※３ 各領域全体を、評価項目の達成度をもとに、Ａ（十分に達成できた）、Ｂ（概ね達成できた）、Ｃ（あまり達成できなかった）、Ｄ（全く達成できなかった）で評価する。

令和７年度　学校評価（自己評価）報告書

雲仙市立吾妻中学校

③

④

B

A

◎

本人による記録100%
年休10日以上取得者
10名以上

★

部活動外部指導者への協
力依頼
ＰＴＡ制服検討委員会の運
営

教職員アンケートによる肯
定的評価の割合
(85ポイント以上)

④

③

教職員アンケートによる肯
定的評価の割合(85ポイン
ト以上)

教職員の勤務時間管理の徹底
（勤務時間の自己管理は労働者の責
務、各種休暇取得の推進）

学校・家庭・地域への連携強化
（ＰＴＡ制服検討委員会の設立、校則HP
公開）

④

心の教育と教育相談体制の充実
（特別支援教育の視点からの見取り、目
標と指導と評価の一体化）

働き方改革への意識化と業務改善
（Ｃ４ｔｈ等のアプリ活用推進、アフターコ
ロナにおける学校教育活動の見直し）

目標に向かう職員参画の学校づくり
（さらに持続的で魅力ある教育課程・学
校暦づくり）

②

不登校対策の充実
（組織対応と親身な支援、保護者・関係
機関との細やかな連携）

①

働
き
方
改
革
の
推
進

★

⑤

安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
の
推
進

①

②

学
校
教
育
目
標

自
校
の
現
状

領域

重
点
度

番
号

①

学
校
教
育
活
動
の
改
善
と
充
実

②

★

評価

○

成　果　又は　課　題

◎

◎

③

不登校未対応ゼロ
生徒・保護者・教職員アン
ケートでの肯定的評価の割
合
(90ポイント以上)

部活動の適切な運営
（活動方針・計画の遵守、外部指導者の
学校経営参画）

△

○

子どもの安全・安心の確保
（施設点検の確実な実施及び早期対
応、交通安全意識の指導）

生徒・保護者・教職員アン
ケートでの肯定的評価の割
合
(95ポイント以上)

生徒・保護者・教職員アン
ケートでの肯定的評価の割
合
(80ポイント以上)

安全点検後の未対応ゼロ
交通事故ゼロ

長崎県及び雲仙市の教育方針、雲仙市がめざす学校教育に則り、
（１）　校訓「ともに学び ともに創り ともに輝く」のもと、生徒がともに考え・行
動することで、達成する喜びを味わいながら、成長する学校を創っていく。
（２）　生徒一人一人が、笑顔のもと、様々な教育活動を通じて達成感を感じ
自己肯定感を高めさせたい。そして、それが、夢・目標・憧れにつながってい
くこと、今の学びにつながっていることを理解・支援していく学校を創ってい
く。

Ⅰ　学校教育活動の改善と充実　　～学校教育の一丁目一番地～

Ⅱ　安全・安心な学校づくりの推進　　～一番遠い人・事を大切にする～

Ⅲ　働き方改革の推進
　　　～私たちの後を継ぐ教職員のために、私たちの家族のために～

★

★

★
いじめ根絶に向けた取組の強化
（早期発見・早期対応の組織力強化、保
護者・地域・関係機関との緊密な連携）

○

相談未対応ゼロ
生徒・保護者・教職員アン
ケートでの学校評価アン
ケート
（低評価者0%）

△

○

当事者意識を育む生徒指導の一層の
充実（生徒指導提要」を柱とした実践、
手帳を活用したマネジメント力育成、特
別支援教育を根底とした実践）

学
校
経
営
方
針

重
点
努
力
目
標

校　　　訓　「　ともに学び　ともに創り　ともに輝く　」

教育目標
　　　　～　夢を持ち、夢を語り、夢に向かって努力する　生徒の育成　～
　
スローガン　「笑顔・挨拶・返事・愛情ある言葉があふれる学校」

○素直な生徒が多く、生徒会活動や部活動等に協力して取り組む。
○行事では生徒会を中心に意欲的に取り組む。
○保護者や地域の学校教育への関心は高く、協力的である。
●生徒会活動を中心に、自主性や積極性を更に高める。
●全学年において、学力の二極化傾向があり、学習習慣や基礎学力の
定着が必要である。
●特別な支援が必要と思われる生徒が各学年に所属し、個に応じた指
導や支援の充実が望まれる。

★

指標
（見とる方法と判断の目安）

生徒・保護者・教職員アン
ケートでの肯定的評価の割
合
(95ポイント以上)

雲仙市学力調査における
各教科の正答率が市平均
以上
単元テストの実施

生徒・保護者・教職員アン
ケートでの肯定的評価の割
合
(95ポイント以上)

学習指導要領の具現化
（目標と指導と評価の一体化、魅力ある
授業の実践、特別支援教育を根底とし
た授業）

学力向上のための工夫ある取組
（単元単位の細やかな評価、ＧＩＧＡ端末
を活用する段階への完全移行）

教職員研修の充実
（潜在的な壁を取り払った研修、学び続
ける教師）

改　善　策　等

①別途、生徒対象に実施している授業評価も
参考にしながら、引き続き学習意欲を高める
ため授業改善を図る。

②生徒・保護者・教職員の学校評価等をもと
にしながら、効果や課題を検証し、次年度の
方向性について協議中である。

③若手やミドルリーダーに、積極的に研修の
主を任せ、組織力向上を図る。

④休日の地域展開実施に向け、各部、保護
者や外部指導者と連携しながら方向性を検
討し、地域クラブ申請の準備を進める。

⑤現在、自己管理手帳と長崎県学びの習慣
化メソッドとリンクした活用を推進し、学習面・
生活面のマネジメント力向上を図っている。

①交通ルールの遵守を意識した指導を継続・
徹底する。

②当該生徒が所属する学年の問題とせず、
全職員の課題ととらえ各自の指導法を再点
検する。

③いじめは、いつ起きてもおかしくないと常に
考えることができる職員集団づくりを行うとと
もに、事案には必ず組織で対応する。また、
早期発見・早期解決に向けて、定期的なアン
ケートを実施する。

④丁寧な対応を継続するとともに、スクール
サポーターの増員等を関係機関にお願いす
る。

評価項目（努力事項） 達成度

いじめ未対応事案ゼロ
重大事案発生ゼロ

①継続する。

②今年度の教育課程や学校行事の取組につ
いて協議し、次年度の学校暦を精選する。

③月80ｈ超過無し。月45ｈ超過者は各月数
名。県の指標である年間360時間以内を意識
し、業務改善を図る。

④継続する。

①C4thの活用や会議資料のペーパーレ
ス化、業務の効率化の意識は高まって
いる。
【教職員97.7%】

②若手教職員を中心に相談し合う場面
がよく見られ、適宜、学年単位や全職員
での情報共有を図っている。
【教職員93.3%】

③本人による記録は100%である。年休
10日以上取得者は1月現在で14名。年
休については、時間単位での取得も推
奨している。

④ＰＴＡ制服検討委員会が開催され、保
護者と連携していくことで教職員の負担
も軽減された。

①登校中の自転車と自動車の接触事故
2件（救急搬送無し）。
予防的指導を含め、組織として指導と対
応を行う。

②「学校生活は楽しい」の項目に否定的
回答をした生徒が、12月学校評価で2
名。配慮を要する生徒を中心に、学年を
超えて対応している。

③積極的にいじめを認知する。数件の
いじめ事案はあったが、初動を丁寧に
行うとともに、解消に向けて対応できて
いる。

④教職員は、不登校生徒の保護者との
連絡や別室生徒への対応など丁寧に対
応している。
【保護者89.7%（わからない38名）・教職
員100%】

①日々の授業については、生徒、保護
者、教職員ともに高い評価である。
【生徒・教職員100%・保護者93.1%】

②12月市学力調査結果は未着。ＧＩＧＡ
端末は、学習や学校行事等で有効に活
用し利用率は高い。保護者に定期テスト
復活希望者が多い。

③概ね良好と判断する。研修は、ボトム
アップ型研修を基本とし実施している。
【保護者90.2%（わからない25名）・教職
員100%】

④概ね良好と判断する。休日の地域展
開を見据え、校内説明会を実施した。
【生徒93.4%・保護者92.5%・教職員95.4%】

⑤手帳を活用したマネジメント力育成に
ついては、活用に肯定的な生徒の意見
からは、自己のマネジメント力向上に関
する意見が多数挙げられた。
【生徒83.0%・教職員69.2%】

B

○

◎

◎

◎



（様式２－２）

※４

※４ 学校関係者評価として、Ａ（十分に達成できている）、Ｂ（概ね達成できている）、Ｃ（あまり達成できていない）、Ｄ（全く達成できていない）で評価する。

令和７年度　学校評価（学校関係者評価）報告書

雲仙市立吾妻中学校

学
校
教
育
目
標

学
校
経
営
方
針

校　　　訓　「　ともに学び　ともに創り　ともに輝く　」

教育目標
　　　　～　夢を持ち、夢を語り、夢に向かって努力する　生徒の育成　～
　
スローガン　「笑顔・挨拶・返事・愛情ある言葉があふれる学校」

自己評価

達成度
意見・助言等成　果　又は　課　題

△

自
校
の
現
状

重
点
努
力
目
標

領域
重
点
度

番
号

評価項目（努力事項）

学
校
教
育
活
動
の
改
善
と
充
実

★ ①

学習指導要領の具現化
（目標と指導と評価の一体化、魅力ある
授業の実践、特別支援教育を根底とし
た授業）

○

★ ②

学力向上のための工夫ある取組
（単元単位の細やかな評価、ＧＩＧＡ端末
を活用する段階への完全移行）

○

③

教職員研修の充実
（潜在的な壁を取り払った研修、学び続
ける教師）

【A】単元テストか定期テストか難しい問題ですね。何方が良
いのか皆が納得する答えがでるといいですね。社会の授業
では日本の誇るところを黒板に書いていらして、とても嬉しく
思いました。私達の頃あまり良く思えないような考えあったの
で、自信が持てていいと思います。
【A】記号評価のみ　【A】記号評価のみ
【B】子どもと保護者・教職員の考え方の差がある。単元テス
トの意義をEBPMのＥ(エビデンス)として検証する必要があ
る。先(入試・高校)への不安への対応も必要。詰め込まれた
試験は塾の必要性に繋がるのではないか。
【B】色々な考えをまとめるのは難しい。単元テストより定期テ
ストがよいという意見･･･やらないと分からない事も沢山ある
ので、やってみて考えるのも有りだと思う。
【B】全国平均との差がどの学年も下回っており、改善が必要
と思われる。単元テストが小テストレベルになっているので
はないだろうか。部活動については多様性の時代なので、選
べることは良いことだと思うが、活動費や参加費が学校と外
部と二重にかかっていると思う。FORSIGHTと活用すること
で、計画を立てやすいと思う。
【B】以前は数学だけは良かった。単元テストのへの保護者
の意見には対応を。
【B】子供たちは授業に満足している。先生方は努力してい
る。FORSIGHTの計画・記録が苦手な生徒もいるのではない
か。本当に８割の生徒が有効活用できているのか。学力検
査の全国平均はレベルが高い学校のもの。本当の平均はよ
り低い。
【B】自宅学習が難しい生徒等もいるなかで、短期で反復学
習ができる単元テストは非常に良いものと思いますので、定
期テストへの切替えではなく、軌道修正しつつ、取組みを継
続すると良いのではないかと思います。
【B】記号評価のみ
【B】記号評価のみ

◎

④

部活動の適切な運営
（活動方針・計画の遵守、外部指導者の
学校経営参画）

安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
の
推
進

①

子どもの安全・安心の確保
（施設点検の確実な実施及び早期対
応、交通安全意識の指導）

○

★ ⑤

当事者意識を育む生徒指導の一層の
充実（生徒指導提要」を柱とした実践、
手帳を活用したマネジメント力育成、特
別支援教育を根底とした実践）

いじめ根絶に向けた取組の強化
（早期発見・早期対応の組織力強化、保
護者・地域・関係機関との緊密な連携） ○

★ ②

心の教育と教育相談体制の充実
（特別支援教育の視点からの見取り、目
標と指導と評価の一体化） ○

★

【A】完全不登校のまま卒業になった場合には何らかの支援
の繋がりを。
【A】いじめも登校拒否もどこの学校でも抱える問題ですね。
先生方はよく考えて指導されているのがわかります。
【A】学習面だけでなく、いじめ・す登校など、様々なことに対
応しなければいけない先生方は大変だと思います。専門的
知識や医療との連携等負担が大きくなっているのでは。
【A】学校の問題ではなく家庭の問題で不登校の子供達が多
い様に思います。学校側も立入るのは難しいと思いますが、
子供達のために頑張ってください。
【A】記号評価のみ　　【A】記号評価のみ
【B】自転車の乗り方に危険を感じたことがあった。
【B】「学校生活が楽しい」に否定的な生徒が２名でＢの評価
は厳しと思うが。
【B】①について、島原半島の高齢化が進む中で、もらい事故
などのリスクも高まっていますので、今後も事故ゼロの実現
を目指し、取組を継続していただけると良いのではないかと
思います。
【B】記号評価のみ　　【B】記号評価のみ

①登校中の自転車と自動車の接触事故2件
（救急搬送無し）。
予防的指導を含め、組織として指導と対応を行
う。

②「学校生活は楽しい」の項目に否定的回答を
した生徒が、12月学校評価で2名。配慮を要す
る生徒を中心に、学年を超えて対応している。

③積極的にいじめを認知する。数件のいじめ事
案はあったが、初動を丁寧に行うとともに、解
消に向けて対応できている。

④教職員は、不登校生徒の保護者との連絡や
別室生徒への対応など丁寧に対応している。
【保護者89.7%（わからない38名）・教職員100%】

④

不登校対策の充実
（組織対応と親身な支援、保護者・関係
機関との細やかな連携） ◎

△

③

働
き
方
改
革
の
推
進

★ ①

働き方改革への意識化と業務改善
（Ｃ４ｔｈ等のアプリ活用推進、アフターコ
ロナにおける学校教育活動の見直し） ◎

③

教職員の勤務時間管理の徹底
（勤務時間の自己管理は労働者の責
務、各種休暇取得の推進） ◎

②

目標に向かう職員参画の学校づくり
（さらに持続的で魅力ある教育課程・学
校暦づくり） ◎

★

B

B

B

B

①日々の授業については、生徒、保護者、教職
員ともに高い評価である。
【生徒・教職員100%・保護者93.1%】

②12月市学力調査結果は未着。ＧＩＧＡ端末
は、学習や学校行事等で有効に活用し利用率
は高い。保護者に定期テスト復活希望者が多
い。

③概ね良好と判断する。研修は、ボトムアップ
型研修を基本とし実施している。
【保護者90.2%（わからない25名）・教職員100%】

④概ね良好と判断する。休日の地域展開を見
据え、校内説明会を実施した。
【生徒93.4%・保護者92.5%・教職員95.4%】

⑤手帳を活用したマネジメント力育成について
は、活用に肯定的な生徒の意見からは、自己
のマネジメント力向上に関する意見が多数挙げ
られた。
【生徒83.0%・教職員69.2%】

学校・家庭・地域への連携強化
（ＰＴＡ制服検討委員会の設立、校則HP
公開） ◎

【A】働くことへのモチベーションを維持できる環境、「明日も
頑張ろう」と思える職場環境を作ることが働き方改革だと思
います。職員間の人間関係の構築･確保をお願いします。広
場型コミュニケーションができる環境を。
【A】若手教職員を中心に相談し合う事は素晴らしいと思いま
す。PTAの方ともよく話し合いをされているみたいですね。
【A】家族や休日を大切にしている先生の方が素敵だし、子
供を安心してお願いできる。
【A】子供たちの為に日夜頑張って頂きありがとうございま
す。これからもよろしくお願い致します。
【A】子供も大人もみな仲が良い。
【A】よい。
【A】達成感、評価ともに高く、取組の継続と共に、今後、更な
る働き方改革の推進に努めていただけると良いのではない
かと思います。
【A】記号評価のみ　　【A】記号評価のみ
【A】記号評価のみ　　【A】記号評価のみ

①C4thの活用や会議資料のペーパーレス化、
業務の効率化の意識は高まっている。
【教職員97.7%】

②若手教職員を中心に相談し合う場面がよく
見られ、適宜、学年単位や全職員での情報共
有を図っている。
【教職員93.3%】

③本人による記録は100%である。年休10日以
上取得者は1月現在で14名。年休については、
時間単位での取得も推奨している。

④ＰＴＡ制服検討委員会が開催され、保護者と
連携していくことで教職員の負担も軽減され
た。

A

○素直な生徒が多く、生徒会活動や部活動等に協力して取り組む。
○行事では生徒会を中心に意欲的に取り組む。
○保護者や地域の学校教育への関心は高く、協力的である。
●生徒会活動を中心に、自主性や積極性を更に高める。
●全学年において、学力の二極化傾向があり、学習習慣や基礎学力の
定着が必要である。
●特別な支援が必要と思われる生徒が各学年に所属し、個に応じた指
導や支援の充実が望まれる。

A

④

長崎県及び雲仙市の教育方針、雲仙市がめざす学校教育に則り、
（１）　校訓「ともに学び ともに創り ともに輝く」のもと、生徒がともに考
え・行動することで、達成する喜びを味わいながら、成長する学校を
創っていく。
（２）　生徒一人一人が、笑顔のもと、様々な教育活動を通じて達成感
を感じ自己肯定感を高めさせたい。そして、それが、夢・目標・憧れにつ
ながっていくこと、今の学びにつながっていることを理解・支援していく
学校を創っていく。

Ⅰ　学校教育活動の改善と充実　　～学校教育の一丁目一番地～

Ⅱ　安全・安心な学校づくりの推進　　～一番遠い人・事を大切にする～

Ⅲ　働き方改革の推進
　　　～私たちの後を継ぐ教職員のために、私たちの家族のために～

評価 評価

学校関係者評価


